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仔
見
守
り
・
助
け
合
い

　

日
常
生
活
で
の
声
掛
け
が

地
域
か
ら
の
孤
立
を
防
ぎ
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
も
よ
り
元

気
が
な
い
場
合
は「
ど
う
し

ま
し
た
か
」
と
声
を
掛
け
る

こ
と
で
高
齢
者
や
家
族
の
気

持
ち
を
楽
に
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
相
談
し
や
す
い

関
係
を
普
段
か
ら
築
い
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

仔
気
づ
き

　

虐
待
に
つ
な
が
る
小
さ
な

サ
イ
ン
は
外
か
ら
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

・
不
自
然
な
ア
ザ
が
あ
る

・
少
し
痩
せ
て
き
た
み
た
い

・
汚
れ
た
服
を
い
つ
も
着
て

　

い
る　

な
ど

　

こ
の
よ
う
な
気
づ
き
が
虐

待
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が

地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
活
を

続
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
い
つ
も

と
違
う
様
子
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
は
想
像
以

上
に
大
変
で
す
。
介
護
者
の

負
担
を
知
り
、
優
し
く
見
守

る
こ
と
で
地
域
全
体
で
高
齢

者
と
そ
の
家
族
を
支
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

仔
ど
こ
に
連
絡
し
た
ら
い
い

の
　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
感

じ
た
り
、
虐
待
か
も
知
れ
な

い
と
思
っ
た
ら
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
誰
か
ら

の
連
絡
・
通
報
だ
っ
た
の
か

は
周
囲
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
自
分
の
介
護
に
不
安

が
あ
る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
適
切
な
高
齢

者
の
介
護
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　このような事例は頑張って介
護を行っているつもりだったり、
介護の適切な方法や認知症への
対応がわからないことが虐待へ
つながり、知らないうちに虐待
をしていることが多いのです。

みんなで防ごう！高齢者虐待みんなで防ごう！高齢者虐待みんなで防ごう！高齢者虐待
　高齢者虐待防止法において、高齢者（６５歳以上の人）の虐待とは家族など養護者（介護者）または養

介護施設従事者などによる次のようなものを虐待と定義しています。

　高齢者虐待に関する調査では、介護や世話をしている半数以上のかたが虐待の自覚がないという結果が

でています。気づかず不適切な対応になりやすい事例を紹介します。

□言うことを聞かないので、無視したり、逆にののしってしまう。

□良いことと悪いことを分かってもらうため、たたくなどしてしつけをしている。

□認知症のため徘徊するので、部屋に閉じこめている。

□認知症や寝たきりで外聞が悪いので、外出させなかったり、訪ねてくる人がいても会わせないよう

　にしている。

□年金手帳、預貯金通帳などを管理し、本人に無断で使っている。

□経済的に苦しいので、病院に連れて行くことを控えている。

□人前でおむつを替えたり、しばらく裸のままにしていくことがある。

暴力を加える　身体的虐待

　たたく、つねる、殴る、蹴る、ベッドにしばりつける、意図的に薬を過剰に与えるなど

精神的な苦痛を与える　心理的虐待

　こども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う、排泄などの失敗に対して高齢者に恥をかかせる

　など

性的な行為を強要する　性的虐待

　排泄を失敗したため、下半身を裸にして放置することなど

金銭や財産を勝手に使う　経済的虐待

　日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない、年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用す

　るなど

世話をしない　介護・世話の放棄、放任

　空腹、脱水、栄養失調の状態のままにする、室内のゴミを放置するなど劣悪な環境で生活させる

健康福祉課地域包括支援センター　　㉕１１８２

で
は
地
域
の
人
は
何
を

し
た
ら
い
い
の
？


